




“A World Without Nuclear Weapons?: 



















The Whit巴House，Office of the Press Secretary， Remarks by President Obama， Prague， Czech Republic， ApriI5，2009， 
http://www.whitehouse.即 v/the_press_office/Remarks-By-P閃 sident“Barack-Obama-In-Prague-As-Delivered/. (以下、
Remarks by Obama， Prague， Apri1 2009と略)。
2 本稿では父親のブッシュ大統領を、 H'W'ブッシュ大統領と表記し、その息子の方はただ単一にブッシュ大統領とす
る。































































5 An Evolving US 1¥Tuclear Posture: Second Report 01 the Steering Committee， Project on Eliminating Weapons 01 Mass 
Destruction (The Henry 1. Stimson Center， 1995) 
6 Michael 0' Hanlon， A Skeptic 'sCase 101' Nuclear Disarmament (Brookings Institute Pr" 2010)， 




9 さしあたり以下を参照のこと。 MartinS， Indyk， etaL，βωding lIist，οり"Barack Obama 'sF'o附耳目Policy (Brookings 
Institute Pr.， 2012). 























なってからであるが、 2005年8月に協力的脅威削減計画 (CooperativeThreat Reduction: CTR)の一









1 黒海満(編著)r軍縮問題入門(第4版)j (東信堂、 2012年)、 35-36ペー ジ。
12 パラク・オパマ『合衆国再生:大いなる希望を抱いてj(棚橋志行 訳)(ダイヤモンド社、 2007年); I司『マイ・ド
リーム:パラク・オパマ自伝j(木内裕也、白倉三紀子 訳) (ダイヤモンド社、 2007年)。
13 協力的脅威削減計画については、黒海満(繍著)r軍縮問題入門j(新版)(東信堂、 2005年)、 61-65ページを参照の
こと。






























またオパマ大統領は、『核態勢見直しJと合わせて消極的安全保証 (NegativeSecurity Assurance: 
15 Amy F. W olf. The λTew START Treaty: Central Limits and Key Provisions， Congressional Research Service 
R巴port，R41219， Feb. 14. 2012. l!ttp://www.fas.org/sgp/crs/nuke/R41219.pdf 2012年5月14目グウンロード。なお





































































ていた CSidneyD. Dr巴1and George P. Shultz， Implications 01 the Reykjavik Summit on Its Twentieth Anniversary， 
Hoover Institution Press， 2007， p.vi)。また4人のうち、ウィリアム・ペリー CWilliamPerry)元国防長官は、さらに
別の報告書を作成する委員会の委員長として核軍縮の方向性を示した(浅井、前掲論文、 8ペー ジ)。このシンポジウ
ムとレイキャヴイク・サミットについて、ペリー元国防長官の回想録が参考になる(ウィリアム・J'ペリー 『核なき
























心に分析を進めるが、これと関連して『弾道ミサイル防衛報告書2010年 CBallisticMissile Defense 








19 アメリカを中心とする核戦略の版史については、 LawrenceFreedman， The Evolution 01 Nuclear Strategy (3rd ed.) 
(Palgrave MacMillan， New York， 2003)を参照せよ。

































21 Martin Butcher，“Obama's Nuclear Posture Review: Putting Flesh on the Bone of his Nuclear Diplomacy，" (BASIC 
Getting to Zero Special Briefing)， 25June 2009， pp. 1-2， p.7， British American Security Information Counci1， Obamι 
NuclearPostureJune09 [1] .pdf， 2012年12月4日ダウンロード。





























































24 Keir A. Lieber and Daryl G. Pr巴鈴， "The End of MAD? : The Nuclear Dimension of U. S. Primacy，" lnternational 
Security， Vol. 30， No. 4， (Spring 2006) 
25 IvoDaald巴r& J an Lodal， "The Logic of Zero: Toward a World Without Nuclear Weapons，" Foreign Affairs， Vol. 87， 
No. 6， p.81.なお本稿では以下のサイトからダウンロードした (2012年12月3日)0http:llwww.brookings.edu/-/me 
dia/research/filesl articles/2008/10/11 %20nuclear%20weapons%20daald巴r111_nuclear_ weapons_daalder.pdf. 
26 NPR201αpp.20-21. 
27 Hans M. Kristensen，“Nuclear Posture Review 2010: Policy and Force Structure Issues， Presentation to Belfer 
































29 NPR2010， p.6. 















図-1 (Doctrine for Joint Nuclear 0，ρerations， Final Coordination (2)， 15March 2005， p.I 
同4より)
またロシアとの新START条約のために縮小した、チェコとポーランドなどヨーロッパにおけるミ
31 Nuclear Posture Review Report 2001. (Reconstructed by Hans M目Kristensen.Director Nuclear Information Project. 


































32 BMDR2010， pp. 23-24 
33 NPR201αp.33. 
34 Meri Lugo， "Lab Chiefs Question J ASON Study Summary，" Arms Control Association， h山ど位変w.arm笠旦立空!こ
org/ actI20l0_05/J ASON，2012年12月3日ダウンロード。
































36 Strategic防Teaρons:Cha押1gesin the Nuclear印Teaρo珂sTarg♂ting Process Since 1991， lJnited States Government 
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オパマ、パラク『マイ・ドリーム:パラク・オパマ自伝.1 (木内裕也、白倉三紀子 訳) (ダイヤモン
ド社、 2007年)。
一一一、『合衆国再生:大いなる希望を抱いて.1 (棚橋志行 訳)(ダイヤモンド社、 2007年)。







ペリー、ウィリアム『核なき世界を求めて:私の履歴書.1 (春原剛 訳) (日本経済新聞出版社、 2011
年)。
古矢句『ブッシュからオパマへ:アメリカ変革のゆくえ.1 (岩波書庖、 2009年)
湯浅成大「オパマ政権の誕生とこつの『チェンジ.IJ(東京女子大学紀要『論集J第60巻、 2号)
油井大三郎『好戦の共和国アメリカ:戦争の記憶をたどる.1 (岩波新書、 2008年)
※追記
本稿脱稿後の2013年6月19日、オパマ大統領はベルリンで演説し、改めて「核兵器なき世界」の達成をめざ
すと述べ、新START条約で合意されていた戦略核の弾頭数をさらに1/3削減し、米露の保有数を各々100発
にするよう呼びかけた。また同日、アメリカ国防省は「核運用戦略に関する報告」を公表し、 2002年以来初め
て核戦略に関する新方針を打ち出した。
したがって本論文の一部は、既に現状に合致していない部分もあるが、第一期オパマ政権当時の核政策に関
する問題点を追求したものとして、敢えて修正を加えずに公表することにした。
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